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ご挨拶 

 残暑も和らいできましたが、みなさまいかがお過ごしでしょうか。昨日閉幕し

た北京オリンピックは、世界中にたくさんの感動を与えてくれました。選手のが

んばる姿を見て、パワーをもらった人は数知れないでしょう。 

 今回の広報は、三事研の各部の紹介を中心にお届けします。これからもみなさ

まに、様々な情報を発信できるよう、がんばっていきたいと思います。こんなこ

とも載せてほしいなどのリクエストもお待ちしております。 

 

研究部 

今年度は「第５期中期研修計画」の結びの年となることから、過去２年間の研修を再確認しながら、継続した研究・

討論を行うことのできる場を設定していきます。また２１年度からはじまる「第６期中期研修計画」を特別委員会と連

携しながら立案するとともに、今後の研修のあり方を検討します。 

前号で紹介させていただいた第１回研修講座に続き、先日開催させていただいた第 2回研修講座も好評のうちに終え

ることができました。第 2回研修講座については、また次号で紹介させていただきます。 

研修部 

第４５回 三重県公立小中学校事務研究大会   「子ども育ちを支援する学校事務を！」 

平成２０年１０月１７日（金） 三重県総合文化センター 

伊勢支部と度会支部では、下記の提案内容で準備を進めていただいています。 

●第１分科会  伊勢支部担当 

 夢をとりもどそう！実りある共同実施のために 

共同実施が本格実施となって 3 年目。うまくいっていた

り、いなかったり、グループ運営に「違い」が出ている感

が否めません。「違い」が生まれてくる大きな要因の一つ

として私達が注目したのは、「組織的」かどうか。 

「組織的」とは・・・？皆が「共通の目的」を持って進ん

でいるかどうかではないでしょうか。 

伊勢支部では、「共通の目的」を皆の総意として獲得する

研究と、その目的達成への足がかりを探ります。 

●第２分科会  度会支部担当 

 度会自慢 ～共同実施グループにおける取り組みから～ 

共同実施グループにおいて、直面する問題を解決するための研

究をしました。業務担当制を実施している玉城町は「共同実施

の事務引継について」。統合で退職者が急増した度会町は「退

職について」。町村合併で事務処理の統一が必要な大紀町は「教

育委員会と共同実施の連携について」。統合や人事異動の多い

南伊勢町南島地区は「いつでも使える事務引継書の作成」。備

品購入管理のシステム化を目指した南伊勢町南勢地区は「備品

購入から管理まで」。の内容で発表します。 

 



 

情報部 

●ホームページ委員会より 

●パソコンから見る場合 

 三事研のＨＰを開き、メニューの「その他」から「緊急連絡」のページを 

クリックすると、緊急連絡を見ることができます。 

三事研のＨＰ ＵＲＬ  ： http://www.miejiken.jp 

三事研ホームページの開設から 7年目を迎え、今年度は新しく

三事研のホームページに緊急連絡のページができました。 

台風が接近して研修講座の開催が迷うような場合などの、緊 

急時の連絡手段の１つにということで開設しました。 

これからは、緊急連絡以外の三事研からの情報も掲載していく

予定です。みなさまアクセスしてみてください。 

「緊急連絡」のページへのアクセスの方法は右記のとおりです。 

今後もより充実した内容のホームページとなるように努めて 

いきたいと思います。 

●携帯電話から見る場合 

①ＱＲコード対応の携帯電話でＱＲコードを撮り、読み取ります。 

②読み取りが完了すると、携帯電話用のＵＲＬが表示されます。 

③表示されたＵＲＬをクリックすると、緊急連絡をみることができます。 

※詳しくは、携帯電話の取扱説明書で確認をお願いします。 

三事研 緊急連絡ページ ＵＲＬ ： http://miejiken.sblo.jp/    

●事務の手引き編集委員より ●ひろば担当 

事務の手引き編集委員会では、追録と訂正表の発行に向けて、原稿検討の真最中です。 

「去年１年間の間に、こんなに条例改正ってあったんだっけ～？」 

「この部分を変更すると、ここも関係してくるから直さないとダメなんと違う？」 

「事務の手引き編集委員会は、手引きの何ページ～何ページまではＡさんの分ね。こ

こはＢさんの分ね。といった具合にページの割りあてがあって、宿題もたくさんある

らしいよ～。」という噂を聞いたことがありますが、編集委員会に潜入してみると噂

は本当で、原稿の検討はなかなか緻密で根気がいる大変な作業です。 

平成２年１０月に誕生した事務の手引き。いつかはデジタル化に…？！という話もあ

りますが、今年度も寒くなった頃に「追録・第２８号」をアナログ版でのお届けです。

「追録・第２７号」の加除と「訂正表・第２９号」の訂正は、もうお済みですか？ま

だの方は、お早めに最新版にバージョンアップをお願いします。 

ひろば第３７集への投稿ありがとうご

ざいました。 

当初の投稿の〆切は過ぎましたが、まだ

ページに余裕がありますので、投稿して

いただける方がありましたら、８月２９

日（金）までに支部委員さんに提出して

ください。 

執筆の詳細についても、支部委員さんか

安乗小学校 小島までご連絡ください。 

１２月の発刊を楽しみにお待ちくださ

い。 

支部自慢コーナー ～ 鳥羽支部編 ～ ちゆきのたわごと 

 鳥羽支部は、鳥羽市と志摩市からなっています。鳥羽志摩の自慢は、豊

かな自然です。特に海はとても美しく、景観はもちろん、その海で育った

海の幸は絶品です。鳥羽志摩には、全国的に有名な観光スポット（鳥羽水

族館・ミキモト真珠島・志摩スペイン村等）もありますので、ぜひ遊びに

きてください。豊かな自然に触れ、美味しい海の幸を堪能し至福の時を、 

 夕日に染まる英虞湾 

味わってみてください。 

 共同実施は、鳥羽２グループ・志摩４グ

ループの６グループでがんばっています。

グループ間の連携をとり、よりよい共同実

施組織を目指し、推進しています。 

 次回は三泗支部編です。お楽しみに～♪ 

 

 

北京オリンピック出場を辞退した野口みず

き選手は、私の母校の先輩です。野口選手

には、今までたくさんの感動と勇気をもら

ってきました。オリンピック辞退はとても

残念でしたが、これからも野口選手を応援

していきたいと思います。 


